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で容易な記述を可能にした。VO の定義に基づく下位語判定は NP 完全であるが、計算
量を低減するため、健全性を保証しない下位語判定アルゴリズムを策定し、さらに、こ
のアルゴリズムがキーワード検索より高い健全性を持つことを示した。この下位語判定
アルゴリズムは下位語判定の推移律と加筆による下位語生成という性質を持つことで
絞り込み検索を可能にし、検索者の負担を軽減した。しかし、本手法では概念の持つ機
能の分析とその抽象化を記述者に任せたため、記述者間の物の捉え方の差を埋めるこ
とが出来ず、また、自然言語に近い記法のため、 記述者は不正確な表現を行う傾向があ
る。そのため、表現に対するガイドラインの策定や推論による表現の訂正が今後の課題
である。 
 
